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はじめに 

 

 

 

まち・ひと・しごと創生に関しては、まち・ひと・しごと創生法（平成 26年法律第 136 号）が

制定され、平成 26 年 12 月 27 日に、人口の現状と将来の展望を提示する「まち・ひと・しごと創

生長期ビジョン」（以下「国の長期ビジョン」という。）及び、今後５か年の政府の施策の方向を

提示する「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決定されました。 

これを受けて、本市では、国の長期ビジョン及び総合戦略、さらには「静岡県まち・ひと・し

ごと創生長期人口ビジョン」及び「静岡県まち・ひと・しごと創生総合戦略」を勘案して、本市

における人口の現状と将来の展望を提示する「湖西市人口ビジョン」、及び市の実情に応じた今後

５か年の目指すべき将来の方向を提示する「湖西市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定す

ることと致しました。 

将来人口の展望や目指すべき将来の方向を検討するにあたっては、まず、人口の現状分析を行

い、人口に関する今後の課題を把握するとともに、今後予想される人口の変化が地域の将来にど

のような影響を及ぼすかを考察することが必要となります。つぎに、地域住民の結婚・出産・子

育てや、移住・定住に関する意識・希望、さらには地元就職率の動向や進路希望状況等を把握す

ることによって、地域の実情に応じた人口の将来展望を見通すことが必要となります。 

本調査は、こうした趣旨を踏まえ、特に地域住民の結婚・出産・子育てや、移住・定住に関す

る意識・希望、さらには地元就職率の動向や進路希望状況等を把握することを目的として、以下

の４つのアンケート調査を実施したものです。 

 

（１）結婚・妊娠・出産・子育て等に関する調査 

（２）就職・進学に関する調査 

（３）不動産に関する調査 

（４）転出に関する調査（平成 27年３月～平成 27 年７月までに転出された方） 

 

 

 

 

（１）結婚・妊娠・出産・子育て等に関する調査 

本調査は、市内にお住いの20歳から39歳（平成27年６月１日時点）までの市民の中から3,500

名を無作為に抽出し、実施しました。 

調査期間は、平成27年７月24日～平成27年８月３日までで、回収率は27.1％（平成27年８

月19日到着分）という結果となりました。 
 

 

１ 調査の目的 

２ 調査の方法 
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調 査 対 象 者 市内にお住まいの 20 歳～39 歳までの方 

母 数 平成 27 年６月１日現在の住民基本台帳 

調 査 件 数 3,500 件 

抽 出 方 法 無作為抽出法 

調 査 方 法 郵送法 

回 収 状 況 有効回収数 948 件 回収率 27.1％ 

 

（２）就職・進学に関する調査 

本調査は、平成27年度に18歳になる市内在住の若者568名に対して実施しました。 

調査期間は、平成27年７月24日～平成27年８月３日までで、回収率は25.7％（平成27年８

月19日到着分）という結果となりました。 

調 査 対 象 者 
平成 27 年度に 18 歳（高校３年生相当）になる市内在住の若

者 568 名 

母 数 平成 27 年６月１日現在の住民基本台帳 568 件 

調 査 件 数 568 件 

抽 出 方 法 全数調査 

調 査 方 法 郵送法 

回 収 状 況 有効回収数 146 件 回収率 25.7％ 

 

（３）不動産に関する調査 

本調査は、本市内に本社・本店、営業所等のある不動産関係業者及び近隣市のマイホーム

センターに展示場を持つ住宅メーカー等から、68社を抽出し、実施しました。 

調査期間は、平成27年７月24日～平成27年８月３日までで、回収率は41.1％という結果（平

成27年８月19日到着分）となりました。 

調 査 対 象 者 
本市内に本社・本店、営業所等のある不動産関係業者及び近

隣市のマイホームセンターに展示場を持つ住宅メーカー等 

母 数  － 

調 査 件 数 68 件 

抽 出 方 法  － 

調 査 方 法 郵送法 

回 収 状 況 有効回収数 28件 回収率 41.1％ 

 

（４）転出に関する調査 

本調査は、平成27年３月～平成27年７月までに本市を転出された方に対して、転出時に直

接アンケート調査を実施したものであり、調査件数191件、うち有効回収数は188件でした。 



                                 北「人口ビジョン」将来展望に関する調査                 

 

- 3 - 

 

 

 

（１）計算値の四捨五入 

調査結果の数値については小数点第２以下を四捨五入しているため、内訳を合計しても

100％に合致しない場合があります。 
 

（２）グラフ中の文章 

問の文章や選択肢の文章は長いものもあるため、グラフ作成時にはこれを省略しているもの

があります。 
 

（３）回答の合計比率 

図表中のｎは該当質問での回答者総数を表します。質問に対する回答は１つの場合やいくつ

でもよい場合（複数回答）などがありますが、複数回答の場合、合計比率は100％を超える場合

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 報告書の見方について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１部  

結婚・妊娠・出産・子育て等に関する調査 
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(単位：％) 

(単位：％) 

(単位：％) 

 

 

問１．あなたの性別について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答者の総数は、948人で、性別は男性が38.5％、女性が61.2％となっています。 

 

問２．あなたの年齢について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢は、20歳代が 32.4％、30 歳代が 66.5％となっており、30 歳代の回答者が多く

なっています。 

 

問３．あなたのお住まいの地域について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の居住地区では、「鷲津中学校区」が 28.6％と最も多く、「岡崎中学校区」が 26.2％で

２番目に多くなっています。最も少ない地区は「白須賀中学校区」で 7.8％となっています。 

１ 回答者の属性について 

38.5 

61.2 

0.3 

男性 女性 無回答 （n=948) 

13.8 

18.6 

27.2 

39.3 

1.1 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

無回答 

（n=948) 

28.6 

7.8 

14.2 

26.2 

21.1 

2.1 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

鷲津中学校区 

白須賀中学校区 

湖西中学校区 

岡崎中学校区 

新居中学校区 

無回答 

（n=948) 
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(単位：％) 

(単位：％) 

問４．あなたの職業について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の職業は「製造業」が35.4％と最も多く、「無職（専業主婦含む）」が17.2％で２番目

に多くなっています。最も回答者が少なかったのは「農林水産業」で1.2％となっています。 

なお、「その他」の回答では、「医療関係」「福祉関係」「保育園・幼稚園関係」「内職」と回答

された方の数が多く見られました。 

 

問５．あなたの就業形態について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の就業形態は「正社員」が55.1％と最も多く、「専業主婦・専業主夫」が13.1％で２番

目に多くなっています。最も回答者が少なかったのは「その他」（「準社員」「内職」と回答）で

0.8％となっています。 

 

 

 

 

1.2 

1.9 

35.4 

2.8 

2.3 

15.7 

9.3 

3.9 

17.2 

8.5 

1.7 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

農林水産業 

建設業 

製造業 

卸・小売業 

運輸・通信業 

サービス業 

公務員・団体職員 

学生 

無職 

その他 

無回答 

（n=948) 

55.1 

3.5 

6.9 

11.5 

13.1 

3.7 

4.0 

0.8 

1.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

正社員 

自営業・起業 

契約社員・派遣社員 

フリーター 

専業主婦・専業主夫 

学生 

無職 

その他 

無回答 

（n=948) 
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(単位：％) 

(単位：％) 

問６．あなたの世帯形態について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の世帯形態は「２世代家族」が35.8％と最も多く、「夫婦世帯」が34.9％で２番目に多

くなっています。なお、「その他」の回答では、「４世代家族」「寮」と回答された方が見られま

した。 

 

問７．あなたの出生地について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の出生地は「湖西市内」が53.3％、「湖西市外」が45.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出生地が「湖西市内」と回答された方の中学校区別内訳を見ると、「鷲津中学校区」が26.5％

と最も多く、「湖西中学校区」が22.0％と２番目に多くなっています。最も回答者が少なかった

のは、「白須賀中学校区」で9.3％となっています。 

 

12.9 

34.9 

35.8 

11.2 

2.8 

2.4 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

単身世帯 

夫婦世帯 

２世代家族 

３世代家族 

その他 

無回答 

（n=948) 

53.3 

45.5 

1.3 

湖西市内 湖西市外 無回答 （n=948) 

26.5 

9.3 

22.6 

18.8 

22.0 

0.8 

鷲津中学校区 白須賀中学校区 湖西中学校区 

岡崎中学校区 新居中学校区 無回答 （n=505) 
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(単位：％) 

(単位：％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

出生地が「湖西市外」と回答された方の都道府県別内訳を見ると、「静岡県」が37.4％と最も

多く、「愛知県」が29.5％と２番目に多くなっています。なお、「静岡県」と回答された方と「愛

知県」と回答された方の合計割合は、66.9％であり、約３人に２人が静岡県内他市町もしくは

愛知県から転入された方となっています。 

 

問８．あなたの居住形態について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の居住形態では、「持家（家族の所有）」にお住まいの方の割合が 48.5％、「持家（自

身の所有）」にお住まいの方の割合が 21.5％であり、持家率は 70％となっています。 

賃貸住宅では、民間の借家にお住まいの方の割合が 23.1％であるのに対し、公営の賃貸住宅

にお住まいの方の割合は 1.8％となっています。 

 

問９．あなたの湖西市でのこれまでの居住に関する経緯について。 

 

 

 

 

 

 

37.4 

29.5 
2.1 

2.1 

1.9 

20.9 

6.3 

静岡 愛知 岐阜 大阪 

三重 その他 無回答 

（n=431) 

21.5 

48.5 

23.1 

1.8 

3.5 

0.4 

1.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

持ち家(自身の所有) 

持ち家(家族の所有) 

民間の賃貸住宅 

公営の賃貸住宅 

社宅・官舎 

その他 

無回答 

（n=948) 

33.6 

17.9 

45.9 

2.0 

0.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ずっと湖西市に住んでいる 

外に移った後、湖西市に戻った 

市外に生まれ、湖西市に移り住んだ 

その他 

無回答 

（n=948) 
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(単位：％) 

(単位：％) 

31.8 

25.0 
11.5 

10.8 

5.4 1.4 

1.4 

0.7 

12.2 

中区 西区 南区 
北区 東区 天竜区 
浜北区 三ケ日町 無回答 

（n=148) 

42.1 

21.1 

10.5 

5.3 

21.1 

磐田市 静岡市 袋井市 

掛川市 無回答 

（n=19) 

(単位：％) (単位：％) 

回答者のこれまでの居住に関する経緯では「市外に生まれ、湖西市に移り住んだ」が45.9％

と、概ね半数の方が市外から転入されてきています。 

 

問10．あなたの湖西市での居住年数について。 

 

 

 

 

 

 

 
 

回答者のこれまでの居住年数は「20年以上」と回答された方の割合が52.6％と、最も多くな

っています。「５年未満」と回答された方の割合は19.4％であり、概ね５人に１人が、近年、湖

西市に転入されてきています。 

 

問11．あなたの勤務先・通学先について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     「２」を選択された方の内訳    「３」を選択された方の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.4 

13.8 

13.5 

52.6 

0.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

５年未満 

５年～10年未満 

10年～20年未満 

20年以上 

無回答 

（n=948) 

48.7 

15.6 

2.0 

10.8 

3.9 

1.4 

16.4 

1.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

１．湖西市内 

２．浜松市 

３．その他の静岡県内 

４．豊橋市 

５．豊橋市以外の愛知県内 

６．その他の都道府県 

７．通勤・通学はしていない 

８．無回答 

（n=948) 
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29.7 

13.5 

10.8 8.1 

5.4 

5.4 

16.2 

10.8 

名古屋市 田原市 豊川市 

大府市 岡崎市 日進市 

（n=37) 

(単位：％) 

23.1 

15.4 

7.7 
7.7 7.7 

7.7 

7.7 

7.7 

15.4 

愛知県 東京都 岐阜県 

滋賀県 神奈川県 千葉県 

福岡県 その他 無回答 

（n=13) 

(単位：％) 

(単位：％) 

     「５」を選択された方の内訳    「６」を選択された方の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の勤務先・通学先は「湖西市内」と回答された方の割合が48.7％と、最も多くなって

います。その他、「通勤・通学はしていない」と回答された方を除くと、「浜松市」「豊橋市」と

回答された方の割合が比較的多くなっています。 

「浜松市内」と回答された方の細分をみると、「中区」「西区」への通勤・通学の割合が高く

なっています。また、「その他静岡県内」と回答された方の細分では、「磐田市」「静岡市」の割

合が高くなっています。 

「豊橋市以外の愛知県内」と回答された方の細分では、「名古屋市」「田原市」「豊川市」の割

合が高く、「その他の都道府県」と回答された方の細分では、「愛知県」「東京都」の割合が高く

なっています。 

 

問12．湖西市の住みやすさについて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市の住みやすさについては「住みやすい」と回答された方の割合が19.4％、「まあまあ住

みやすい」と回答された方の割合が53.0％であり、“住みやすい”と感じている方の割合は全体

の72.4％となっています。 

一方、「あまり住みやすくない」と回答された方の割合は15.3％、「住みにくい」と回答され

た方の割合は5.8％であり、“住みにくい”と感じている方の割合は全体の21.1％となっていま

す。 

19.4 

53.0 

15.3 

5.8 

6.3 

0.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

１．住みやすい 

２．まあまあ住みやすい 

３．あまり住みやすくない 

４．住みにくい 

５．どちらともいえない 

６．無回答 

（n=948) 
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(単位：％) 

問13．湖西市が住みやすいと思う理由について。（問12で１または２を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市が住みやすいと思う理由については「自然環境に恵まれている」と回答された方の割

合が59.8％と、最も多くなっています。その他では「犯罪が少ない」と回答された方の割合が

25.7％、「地域での人間関係がよい」と回答された方の割合が23.9％と比較的多くなっておりま

す。 

一方で、「都市基盤が整備されている」と回答された方の割合が1.0％、「在住外国人との共生」

と回答された方の割合が1.6％、「公共施設が充実している」と回答された方の割合が4.8％と、

少ない値となっています。 

  その他の回答では、「駅、学校が近くにある」「慣れ親しんだ所だから」「気候がよい」「製造

業をはじめとして、仕事がある」「医療費等の助成制度が充実している」「生活の便がよい」「ま

ちが静かで暮らしやすい」などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

59.8 

8.3 

21.4 

21.4 

1.0 

19.7 

9.2 

4.8 

9.9 

1.6 

17.8 

25.7 

23.9 

5.7 

1.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

自然環境に恵まれている 

医療・福祉サービスの充実 

子育てがしやすい 

買い物や外食が便利である 

都市基盤が整備されている 

交通の便が良い 

公共交通機関が便利である 

公共施設が充実している 

子どもの教育環境が良い 

在住外国人との共生 

災害の心配が少ない 

犯罪が少ない 

地域での人間関係が良い 

その他 

無回答 

（n=686)複数回答可 
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(単位：％) 

問14．湖西市が住みにくいと思う理由について。（問12で３または４を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市が住みにくいと思う理由については「買い物や外食が不便」と回答された方の割合が

53.5％と、最も多くなっています。その他では「医療・福祉サービスが不充実」と回答された

方の割合が40.0％、「悪臭が気になる」と回答された方の割合が34.0％と比較的多くなっており

ます。 

一方で、「自然環境が損なわれている」と回答された方の割合が0.5％、「在住外国人との共生

の遅れ」と回答された方の割合が1.5％、「犯罪が多い」と回答された方の割合が1.5％と、少な

い値となっています。 

  その他の回答では、「娯楽施設が少ない」「産科・婦人科をはじめ、医療施設の整備が不十分」

などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.5 

40.0 

14.0 

53.5 

6.0 

27.5 

30.0 

14.0 

10.0 

1.5 

21.0 

1.5 

9.0 

34.0 

4.5 

13.5 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

自然環境が損なわれている 

医療・福祉サービスが不充実 

子育てがしにくい 

買い物や外食が不便 

都市基盤が整備されていない 

交通の便が良くない 

公共交通機関が不便である 

公共施設が充実していない 

子どもの教育環境が良い 

在住外国人との共生の遅れ 

災害の心配がある 

犯罪が多い 

地域での人間関係が良くない 

悪臭が気になる 

居住用の土地が求めにくい 

その他 

無回答 

（n=200)複数回答可 
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(単位：％) 

(注)年齢別の母数は,20～24 歳:131 人,25～29 歳:176 人,30～34 歳:258 人,35～39 歳:373 人,無回答:10 人 

(単位：％) 

60.1 

10.7 

51.1 

70.2 

75.9 

35.5 

86.3 

46.0 

28.3 

16.9 

3.6 

0.7 

2.3 

1.6 

6.7 

0.7 

2.3 

0.6 

0.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

既婚 未婚 離別・死別 無回答 

(単位：％) 

 

 

問 15．あなたは現在結婚していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「既婚」と回答された方の割合が 60.1％、「未婚」と回答された方の割合が 35.5％となって

います。また、年齢別の「既婚」「未婚」状況をみると、25～29 歳の階層で既婚率が大きく上

がっており、概ね 25～29 歳の間で結婚される方が多い状況となっています。 

 

問 16．結婚（再婚）に対する考え方について。（問 15で２または３を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 結婚観について 

(全体ｎ=948) 

60.1 

35.5 

3.6 

0.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

１．既婚 

２．未婚 

３．離別・死別 

４．無回答 

（n=948) 

8.1 

41.8 

21.3 

26.7 

2.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

１．近いうちに結婚する 

２．ある年齢までには結婚したい 

３．結婚したくない・する気がない 

４．結婚したいが、出会いの場がない 

５．無回答 

（n=371) 
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(単位：％) 

8.1 

4.4 

15.3 

9.1 

5.7 

41.8 

64.9 

45.9 

27.3 

21.6 

21.3 

14.0 

15.3 

19.5 

37.5 

26.7 

14.9 

21.2 

42.9 

33.0 

2.2 

1.8 

2.4 

1.3 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

近いうちに結婚する 
ある年齢までには結婚したい 
結婚したくない・結婚する気はない 
結婚したいと考えているが、出会いの場がない 
無回答 

(注)年齢別の母数は,20～24 歳:114 人,25～29 歳:85 人,30～34 歳:77 人,35～39 歳:88 人,無回答:7 人 

(単位：％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚に対する考え方では、「ある年齢までには結婚したい」と回答された方の割合が 41.8％

と最も多く、「結婚したいと考えているが、出会いの場がない」と回答された方の割合が 26.7％

と２番目に多くなっています。一方、「結婚したくない・する気がない」と回答された方の割合

は 21.3％で、概ね５人に１人が結婚を望んでいないことが分かります。 

また、年齢階層別にみると、年齢層が高くなるにつれ「結婚したくない・する気がない」と

回答された方の割合が多くなっています。 

 

問 17．結婚後の住みたい場所について。（問 16 で１、２または４を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(全体ｎ=371) 

51.4 

16.9 

2.1 

7.0 

3.2 

6.7 

5.6 

1.1 

6.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

１．湖西市内 

２．浜松市内 

３．その他の静岡県内 

４．豊橋市内 

５．豊橋市以外の愛知県内 

６．大きな都市へ引っ越したい 

７．その他の都道府県 

８．海外 

９．無回答 

（n=284) 
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22.9 

18.8 

8.3 6.3 

2.1 

41.7 

中区 西区 北区 

浜北区 天竜区 無回答 

（n=48) 

(単位：％) 

50.0 

16.7 

16.7 

16.7 

磐田市 袋井市 

掛川市 無回答 

（n=6) 

(単位：％) 

22.2 

11.1 

11.1 
11.1 

11.1 

33.3 

名古屋市 西尾市 豊川市 

刈谷市 幸田町 無回答 

（n=9) 

(単位：％) 
6.3 6.3 

6.3 

6.3 

6.3 

6.3 

6.3 

6.3 6.3 
6.3 

37.5 

京都府 石川県 長野県 岐阜県 

千葉県 埼玉県 沖縄県 静岡県 

（n=16) 

(単位：％) 

(単位：％) 

     「２」を選択された方の内訳    「３」を選択された方の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     「５」を選択された方の内訳    「７」を選択された方の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚後の住みたい場所については、「湖西市内」と回答された方の割合が51.4％と、最も多く

なっています。その他、「浜松市内」と回答された方の割合が16.9％と２番目に多く、「豊橋市

内」と回答された方の割合が7.0％と、３番目に多くなっています。 

「浜松市内」と回答された方の細分をみると、「中区」「西区」に住みたい割合が高くなって

います。また、「その他静岡県内」と回答された方の細分では、「磐田市」の割合が高くなって

います。 

 

問 18．結婚したくない・する気がない理由について。（問 16で３を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.5 

15.2 

38.0 

19.0 

19.0 

1.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

結婚に魅力を感じない 

仕事や学業に集中したい 

趣味や娯楽を楽しみたい 

家事や育児が大変そう 

その他 

無回答 

（n=79)複数回答可 
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(単位：％) 

結婚したくない・する気がない理由については、「結婚に魅力を感じない」と回答された方の

割合が59.5％と最も多くなっており、次いで、「趣味や娯楽を楽しみたい」と回答された方の割

合が38.0％となっています。その他として、「経済的に厳しい」と回答された方の数が複数回答

見受けられました。 

 

問 19．結婚や男女の出会いの場をつくるために望まれる施策（問 16で４を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚や男女の出会いの場をつくるために望まれる施策として、「結婚したい男女の出会いの場

づくりを行うイベント等の実施」と回答された方の割合が33.3％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1 

33.3 

18.2 

5.1 

1.0 

20.2 

11.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

相談、パートナー探しの窓口 

イベント等の実施 

広域的な結婚支援事業の実施 

結婚支援講座等 

その他 

不要 

無回答 

（n=99) 
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(単位：％) 

(単位：％) 

(注)年齢別の母数は,20～24 歳:131 人,25～29 歳:176 人,30～34 歳:258 人,35～39 歳:373 人,無回答:10 人 

(単位：％) 

19.8 

6.1 

23.3 

22.9 

21.4 

0.0 

26.9 

2.3 

14.8 

32.2 

37.8 

20.0 

8.3 

0.0 

3.4 

7.4 

14.5 

0.0 

41.6 

82.4 

55.1 

34.9 

24.7 

70.0 

3.4 

9.2 

3.4 

2.7 

1.6 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

無回答 

１人 ２人 ３人以上 いない 無回答 
（n=948) 

 

 

問 20．現在お持ちの子どもの数について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在お持ちの子どもの数では、「いない」と回答された方の割合が41.6％と最も多くなってお

り、次いで、「２人」と回答された方の割合が26.9％となっています。 

年齢階層別にみると、35～39歳で「３人以上」と回答された方の割合が14.5％と最も多く、

20～24歳で「いない」と回答された方の割合が82.4％と最も多くなっています。 

 

問 21．将来ほしい子どもの数（理想とする子どもの数）について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 出産・子育ての希望について 

19.8 

26.9 

8.3 

41.6 

3.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

１人 

２人 

３人以上 

いない 

無回答 

（n=948) 

7.2 

53.3 

27.1 

5.9 

2.1 

4.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

１．１人 

２．２人 

３．３人以上 

４．持ちたくない 

５．持てない 

６．無回答 

（n=948) 



                           北第１部「結婚・妊娠・出産・子育て等に関する調査」 

 

- 17 - 

 

(単位：％) 

7.2 

6.9 

3.4 

5.4 

10.2 

10.0 

53.3 

58.8 

61.9 

51.9 

48.0 

60.0 

27.1 

16.8 

25.6 

34.9 

26.8 

0.0 

5.9 

6.9 

4.5 

4.3 

7.2 

10.0 

2.1 

1.5 

1.1 

1.6 

3.2 

0.0 

4.4 

9.2 

3.4 

1.9 

4.6 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

１人 ２人 ３人以上 子どもは持ちたくない 子どもを持てない 無回答 

（n=948) 

(単位：％) 

(注)年齢別の母数は,20～24 歳:131 人,25～29 歳:176 人,30～34 歳:258 人,35～39 歳:373 人,無回答:10 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来ほしい子どもの数では、「２人」と回答された方の割合が53.3％と最も多くなっており、

次いで、「３人」と回答された方の割合が27.1％となっています。 

年齢階層別にみると、「３人以上」子どもがほしいと回答した割合では30～34歳階級で最も多

くなっています。 

 

問 22．子どもを持ちたくない理由について。（問 21 で４を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを持ちたくない理由では、「経済的負担」と回答された方の割合が46.4％と最も多くな

っており、次いで、「精神的・肉体的負担」と回答された方の割合が28.6％となっています。 

28.6 

46.4 

8.9 

23.2 

21.4 

7.1 

5.4 

3.6 

10.7 

1.8 

8.9 

10.7 

1.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

精神的・肉体的負担 

経済的負担 

年齢や健康を考えると難しい 

子どもが好きではない 

将来が不安である 

時間や楽しみを優先させたい 

仕事を両立するのが難しい 

家事・育児等の協力が得られない 

社会環境が不十分 

住宅環境が不十分 

その他 

特に理由はない 

無回答 

（n=56)複数回答可 



北第１部「結婚・妊娠・出産・子育て等に関する調査」                             

 

- 18 - 

 

(単位：％) 

(単位：％) 

問 23．若い世代が安心して子どもを産み・育てることができるための施策・取り組みについて。 

 

     【安心して子どもを“産む”ために必要な施策・取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心して子どもを“産む”ために必要な施策・取り組みとして、「経済的負担の軽減」と回答

された方の割合が59.0％と最も多くなっており、次いで「保育サービスの充実」「地域医療体制

の充実」と回答された方の割合が高くなっています。 

その他として、「湖西市で安心して子どもを産むことができる産科の充実」と回答された方の

数が複数回答見受けられました。 

 

     【安心して子どもを“育てる”ために必要な施策・取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.2 

11.3 

11.4 

3.1 

59.0 

40.8 

17.4 

3.9 

2.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

地域医療体制の充実 

心身・出産に対する相談・支援の充実 

切れ目のない相談支援体制の充実 

情報提供体制の充実 

経済的負担の軽減 

保育サービスの充実 

ワークライフバランスの推進 

その他 

無回答 

（n=948)複数回答可 

7.0 

63.1 

34.1 

28.0 

26.1 

8.8 

13.9 

2.5 

3.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

相談窓口の充実 

経済的支援の充実 

教育・保育サービスの充実 

子どもたちが遊べる公園等の整備 

保健事業や医療費支援の充実 

住居面の支援 

教育環境の充実 

その他 

無回答 

（n=948)複数回答可 
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(単位：％) 

安心して子どもを“育てる”ために必要な施策・取り組みとして、「経済的支援の充実」と回

答された方の割合が63.1％と最も多くなっており、次いで「教育・保育サービスの充実」「子ど

もたちが遊べる公園等の整備」「保健事業や医療費支援の充実」と回答された方の割合が高くな

っています。 

その他として、「地域全体で子育てを行う仕組みづくりの構築」が必要と回答された方の数が

複数回答見受けられました。 

 

問 24．夏休み期間中の子どもの面倒について（小中学生の子どもをお持ちの方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み期間中の子どもの面倒では、「祖父母・両親、親戚等」と回答された方の割合が58.3％

と最も多くなっています。 

その他としては、「自身」「自身もしくは配偶者」と回答された方の数が複数回答見受けられ

ました。 

 

問 25．夏休み期間中に市へ期待することについて（小中学生の子どもをお持ちの方）【記述式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.6 

58.3 

0.0 

14.3 

0.9 

6.1 

7.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

特に面倒は見ていない 

祖父母・両親、親戚等 

友人・知人 

放課後児童クラブ 

塾・スポーツクラブ等 

部活動へ参加 

その他 

（n=230) 

とりまとめ作業中 
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(単位：％) 

(単位：％) 

 

 

問 26．女性が社会進出するために必要なこと。 

 

     【現在の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【将来への課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現在の状況】では、「給料が生活や子育てに必要な金額に見合わない」と回答された方の割

合が36.6％と最も多く、次いで「就業時間が保育所などの子育ての時間とあわない」と回答さ

れた方の割合が33.6％となっています。 

【将来への課題】では、「保育施設の充実」と回答された方の割合が43.4％と最も多く、次い

で「残業時間の短縮や休暇の取得促進等ワークライフバランスの推進」「正規雇用の促進など若

い世代の経済的安定化」「産休や育休が取りやすい環境の整備」と回答された方の割合が多くな

っています。 

 

４ 職業観について（女性のみ） 

33.6 

15.0 

36.6 

11.2 

16.4 

13.4 

10.2 

2.6 

7.6 

11.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

就業時間が子育ての時間とあわない 

残業が多い 

給料が見合わない 

勤務先が遠い 

産休や育休が取りにくい 

産休や育休の取得後、職場にもどれない 

子育てサークルの整備・不充実 

家族の同意が得られない 

その他 

無回答 

（n=580)複数回答可 

26.4 

31.2 

8.1 

14.8 

43.4 

25.3 

8.1 

4.8 

2.8 

8.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

若い世代の経済的安定化 

ワークライフバランスの推進 

就業体制の弾力化の促進 

在宅勤務の拡大 

保育施設の充実 

産休や育休が取りやすい環境の整備 

職場での子育てサークルの整備・充実 

意識を変えるための広報活動 

その他 

無回答 

（n=580)複数回答可 
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(単位：％) 

(単位：％) 

(注)年齢別の母数は,20～24 歳:131 人,25～29 歳:176 人,30～34 歳:258 人,35～39 歳:373 人,無回答:10 人 

 

 

問 27．湖西市への定住意向について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市への定住意向について、「ずっと住み続けたい」と「当分住み続けたい」と回答された

方の合計割合は70.9％となっています。 

年齢階層別にみると、20歳代よりも30歳代のほうが「ずっと住み続けたい」と「当分住み続

けたい」と回答された方の割合が多く、年齢が高くなるほど定住意向が強くなっている傾向が

表れています。 

  一方で、17.7％の方が転出を希望されており、年齢階層別では若い世代になるほど転出意向

が強くなっています。 

  その他の回答では、「結婚相手にあわせる」や「実家、地元に帰る・帰りたい」といった回答

が複数回答見受けられました。 

 

 

 

５ 湖西市全体のことについて 

28.7 

42.2 

16.0 

1.7 

4.4 

7.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

１．ずっと住み続けたい 

２．当分住み続けたい 

３．できれば転出したい 

４．すぐにでも転出したい 

５．その他 

６．無回答 

（n=948) 

28.7 

13.0 

22.7 

34.9 

33.2 

10.0 

42.2 

53.4 

41.5 

38.4 

41.8 

20.0 

16.0 

19.8 

17.6 

12.4 

16.4 

20.0 

1.7 

1.5 

2.8 

1.2 

1.1 

20.0 

4.4 

5.3 

5.7 

5.8 

2.4 

10.0 

7.0 

6.9 

9.7 

7.4 

5.1 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

無回答 

ずっと住み続けたい 当分住み続けたい 

できれば他市町村へ転出したい すぐにでも他市町村へ転出したい 

その他 無回答 

（ｎ=948） 
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(単位：％) 

(単位：％) 

問 28．転出を希望する理由について。（問 27で３または４を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転出を希望する理由では、「買物等、施設環境がよくない」が32.7％と最も多く、「実家が市

外にある」が22.6％と、２番目に多くなっています。 

  その他の回答では、「津波をはじめとした災害が心配」といった回答や「医療体制が整ってい

ないため」「公共交通の便がよくない」といった回答が複数回答見受けられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.7 

12.5 

11.3 

0.6 

22.6 

16.1 

13.1 

32.7 

5.4 

15.5 

24.4 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

家庭の事情等 

仕事上の理由(転勤等) 

働きたい企業がない、雇用機会がない 

住宅退出等の問題で、長く住めない 

実家が市外にある 

地域社会になじめない 

子どもの教育が心配である 

買物等、施設環境がよくない 

家を建てる場所がない 

通勤・通学に時間がかかる 

その他 

無回答 

（n=168)複数回答可 
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６ 自由記述 

とりまとめ作業中 
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（１）属性に関する考察 

  ➣ 20 歳代・30歳代の多くは、正社員として「製造業」で働いており、製造業を営む企業の

立地が若者の定着率に寄与しているものと考えられます。（問：４、５） 
 

  ➣ 湖西市外からの転入者の割合は約 46％で、そのうちの約 67％（３人に２人）が静岡県内・

愛知県内からの転入者となっています。また、最近の転入状況をみると、居住年数が５年

未満と回答された方の割合が約 20％（約 190 人）であり、年間平均 38 人程度の転入者が

いることが分かります。（問：７、10） 
 

  ➣ 通勤・通学先をみると、湖西市から「浜松市」と「豊橋市」へ通勤・通学されている方

の割合が約 26％となっています。また、居住形態をみると、賃貸住宅及び社宅・官舎にお

住まいの方の割合が約 28％となっています。 

通勤流動や居住形態は、将来的な社会減少に対する不安要因として考えられるため、湖

西市においては、いずれのケースにおいても、概ね４人に１人（240 人程度）の割合で、

不安要因を抱えているものと推察されます。（問：８、11） 
 

  ➣ “住みやすさ”から湖西市の“強み”と“弱み”をみると、「自然環境に恵まれている」

ことが湖西市にとっての最も大きな“強み”となっています。一方で、「商業施設が足りな

い」、「医療・福祉サービスが充実していない」ことが“弱み”となっています。 

（問：13、14） 
 

  ➣ 以上の状況を踏まえ、湖西市における今後の人口減少対策として有効と思われる施策の

方向性は、以下のとおり整理されます。 
 

     Ⅰ 「製造業」を中心とした産業振興の更なる推進強化。 

     Ⅱ 住宅手当や住宅補助の充実など、近隣市と比べて魅力ある住宅環境政策の推進。 

     Ⅲ 全国に湖西市の自然環境（魅力）を知ってもらうための情報発信・ＰＲ強化。 

 

（２）結婚観に関する考察 

  ➣ 20歳代・30歳代のうち、未婚（離別・死別含む）者の割合は約36％（371人）で、そのう

ちの約21％（約80人）の方が「結婚したくない・する気がない」と回答されています。ま

た、「結婚したくない・する気がない」と回答された方の年齢層は、35～39歳で最も多く、

将来的な自然増加に対する不安要因としてとらえることができます。（問：15、16） 
 

  ➣ 結婚したくない・する気がない理由としては、「結婚に魅力を感じない」「趣味や娯楽

を楽しみたい」といった理由が多くなっています。また、出会いの場づくりとして、「婚

活イベントの実施」が多く望まれています。（問18、19） 

７ 調査結果の考察 
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➣ 結婚後の住みたい場所では、約43％（湖西市内、無回答を除いた方の割合）（約120人）

の方が湖西市外への転出を希望しており、将来的な社会減少に対する不安要因としてとら

えることができます。（問：17） 
 

  ➣ 以上の状況を踏まえ、湖西市における今後の人口減少対策として有効と思われる施策の

方向性は、以下のとおり整理されます。 
 

     Ⅰ テーマ（趣味・娯楽分野）ごとの婚活イベントの開催による出会いの場の創出。 

     Ⅱ 住宅手当や住宅補助の充実など、近隣市と比べて魅力ある住宅環境政策の推進。（再掲） 

 

（３）出産・子育ての希望及び女性の社会進出に関する考察 

  ➣ 子どもの数について、現在「３人以上」子どもを持っていると回答された方の割合が8.3％

であるのに対して、将来「３人以上」子どもがほしいと回答された方の割合は27.1％とな

っています。また、子どもを持ちたくない理由として「経済的負担」と回答された方の割

合が46.4％と最も多く、併わせて、若い世代が安心して子どもを産み・育てることができ

るために望まれる施策・取り組みとしては、「経済的負担の軽減」「経済的支援の充実」

が最も多くなっています。（問：20、21、22、23） 

    さらに、女性の社会進出に対する課題では、「保育施設の充実」「ワークライフバラン

スの推進」を望まれる方の割合が多くなっています。（問：26） 

    このことから、出産・子育てや女性の社会進出に対する希望を叶え、湖西市における今

後の自然増加を推進する施策として有効と思われる施策の方向性は、以下のとおり整理さ

れます。 
 

     Ⅰ 出産・子育てに対する財政支援を充実するとともに、地域全体で支え・育む、子育

てに優しいまちづくりの実現。 
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(単位：％) 

(単位：％) 

(単位：％) 

 

 

問１．あなたの性別について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答者の総数は、146人で、性別は男性が48.6％、女性が51.4％となっています。 

 

問２．あなたのお住まいの地域について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の居住地区では、「新居中学校区」が 28.8％と最も多く、「岡崎中学校区」が 25.3％で

２番目に多くなっています。最も少ない地区は「白須賀中学校区」で 8.2％となっています。 

 

問３．現在通っている高校について。 

 

 

 

 

 

 

 

通学状況では、「市外の高校に通っている」と回答された方の割合が 71.9％と多くなってい

ます。 

１ 回答者の属性について 

48.6 51.4 

0.0 

男性 女性 無回答 （n=146) 

24.7 

8.2 

12.3 

25.3 

28.8 

0.7 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

鷲津中学校区 

白須賀中学校区 

湖西中学校区 

岡崎中学校区 

新居中学校区 

無回答 

（n=146) 

26.0 

71.9 

2.1 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

市内の高校に通っている 

市外の高校に通っている 

通っていない 

無回答 

（n=146) 
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17.1 

12.4 

8.6 

6.7 
6.7 5.7 5.7 

4.8 

3.8 

21.9 

6.7 

湖南高校 浜松市立高校 城北工業高校 

浜松商業高校 浜松南高校 大平台高校 

浜松学芸高校 浜松北高校 浜松工業高校 

その他 無回答 

（n=105) 

60.5 

31.6 

7.9 

新居高校 湖西高校 無回答 

（n=38) 

(単位：％) (単位：％) 

市内の高校への通学内訳       市外の高校への通学内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の高校への通学状況をみると、「新居高校」へ通っている方の割合が 60.5％と多くなっ

ています。市外の高校への通学状況では、「湖南高校」へ通っている方の割合が 17.1％と最も

多く、「浜松市立高校」が 12.4％で２番目に多くなっています。 
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(単位：％) 

(単位：％) 

30.3 

37.9 

10.6 

6.1 
15.2 

関東地方 中部地方 関西地方 その他 無回答 

（n=66) 

 

 

問４．高校卒業後の進路について。（問３で１または２を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     「２」を選択された方の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校卒業後の進路希望では、「県外の大学・専門学校等へ進学したい」と回答された方の割合

が 46.2％と、最も多くなっています。次いで、「県内の大学・専門学校等へ進学したい」と「市

内に住んで、市内で就職したい」と回答された方の割合が 21.0％となっています。 

「県外の大学・専門学校等へ進学したい」と回答された方の地方別進学先の内訳をみると、

中部地方（主に愛知県内）への進学を希望されている方が 37.9％と、最も多くなっています。

次いで、関東地方への進学を希望されている方の割合が30.3％で、２番目に多くなっています。 

関西地方への進学を希望されている方の割合は、10.6％で、中部地方及び関東地方への進学

希望率より低い値となっています。 

 

 

 

２ 今後の進路等について 

21.0 

46.2 

21.0 

2.1 

2.1 

0.7 

2.8 

4.2 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

１．県内の大学・専門学校等へ進学したい 

２．県外の大学・専門学校等へ進学したい 

３．市内に住んで、市内で就職したい 

４．市内に住んで、県内市外の市町で就職したい 

５．市内に住んで、県外で就職したい 

６．市外に住んで、市内で就職したい 

７．市外に住んで、県内市外の市町で就職したい 

８．市外に住んで、県外で就職したい 

９．無回答 

（n=143) 
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(単位：％) 

(単位：％) 

 

 

問５．大学・専門学校等の卒業後の進路について。（問４で１または２を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     「６」を選択された方の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学・専門学校等の卒業後の進路希望では、「市外に住んで、県外で就職したい」と回答され

た方の割合が 44.8％と、最も多くなっています。次いで、「市内に住んで、市内で就職したい」

と回答された方の割合が 28.1％となっています。 

「市外に住んで、県外で就職したい」と回答された方の地方別就職先の内訳をみると、関東

地方への就職を希望されている方が 37.2％と、最も多くなっています。次いで、中部地方（主

に愛知県）への就職を希望されている方の割合が 18.6％で、２番目に多くなっています。 

関西地方への就職を希望されている方の割合は、2.3％で、中部地方及び関東地方への就職希

望率より低い値となっています。 

 

 

 

 

28.1 

13.5 

4.2 

1.0 

5.2 

44.8 

3.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

１．市内に住んで、市内で就職したい 

２．市内に住んで、県内市外の市町で就職したい 

３．市内に住んで、県外で就職したい 

４．市外に住んで、市内で就職したい 

５．市外に住んで、県内市外の市町で就職したい 

６．市外に住んで、県外で就職したい 

７．無回答 

（n=96) 

37.2 

18.6 

2.3 

9.3 

32.6 

関東地方 中部地方 関西地方 その他 無回答 

（n=43) 
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(単位：％) 

(単位：％) 

問６．湖西市以外で就職したい理由について。 

（問４で４,５,７,８を選んだ方、問５で２,３,５,６を選んだ方） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市以外で就職したい理由では、「市内に就きたいと思う職業がない」と回答された方の割

合が 45.7％と、最も多くなっています。最も少なかったのは、「市内の企業や会社に魅力を感

じない」と回答された方で、4.9％となっています。 

その他の回答として、「都会の方が自分の就きたい就職先が多いから」「他地域に自分の就き

たい就職先があるから」「地元から出て、広い視野を持ちたいから」などの回答が見受けられま

した。 

 

問７．湖西市内で就職したい理由について。 

（問４で３または６を選んだ方、問５で１または４を選んだ方） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市内で就職したい理由では、「市内に就きたいと思う職業がある」と回答された方の割合

が 37.3％と、最も多くなっています。最も少なかったのは、「市内の企業や会社に魅力を感じ

る」と回答された方で、5.1％となっています。 

その他の回答として、「自分の家から近いから」「地元に就きたい企業があるから」などの回

答が見受けられました。 

45.7 

4.9 

18.5 

9.9 

17.3 

3.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

市内に就きたいと思う職業がない 

市内の企業や会社に魅力を感じない 

都会の大企業に就職したい 

市内の企業や会社の採用が少ない 

その他 

無回答 

（n=81) 

37.3 

5.1 

32.2 

10.2 

13.6 

1.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

市内に就きたいと思う職業がある 

市内の企業や会社に魅力を感じる 

愛着があり、地元発展のために働きたい 

親の希望 

その他 

無回答 

（n=59) 



                                  北第２部「就職・進学に関する調査」 

 

- 31 - 

 

(単位：％) 

(単位：％) 

問８．湖西市に住みたい理由について。 

（問４で３,４,５を選んだ方、問５で１,２,３を選んだ方） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市に住みたい理由では、「愛着があり、住み続けたい」と回答された方の割合が 40.0％

と、最も多くなっています。 

 

問９．湖西市に住みたくない理由について。 

（問４で６,７,８を選んだ方、問５で４,５,６を選んだ方） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市に住みたくない理由では、「別の場所・環境で暮らしてみたい」と回答された方の割合

が 36.7％と、最も多くなっています。一方、「道路や交通網が整備されておらず、不便である」

「まちに賑わいや活気がなく、魅力を感じない」と回答された方が、ともに 3.3％で最も少な

くなっています。 

その他の回答として、「就職したい会社が近くにないから」「都会の企業に就職したいから」

などの回答が見受けられました。 

 

18.8 

17.5 

12.5 

40.0 

6.3 

5.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

長男、または長女である 

親と一緒に住みたい 

友人がたくさんいる 

愛着があり、住み続けたい 

その他 

無回答 

（n=80) 

13.3 

3.3 

3.3 

5.0 

36.7 

30.0 

8.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

買物場所などが少なく、不便である 

交通網が整備されておらず、不便である 

賑わいや活気がなく、魅力を感じない 

まちに愛着がない 

別の場所・環境で暮らしてみたい 

その他 

無回答 

（n=60) 
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(単位：％) 

(単位：％) 

問 10．湖西市で“住みたい”“働きたい”と思うための取り組み施策について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市で“住みたい”“働きたい”と思うための取り組み施策では、「買物場所やレクリエー

ション施設の充実、利便性の向上」と回答された方の割合が 59.6％と最も多く、「企業誘致の

推進等、安定した職場・雇用の創出」が、37.7％で２番目に多くなっています。 

 

問 11．将来希望する職種について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来希望する職種では、「公務員・団体職員」「製造業」「サービス業」と回答された方の割合

が多くなっています。その他の回答では、「医療・福祉関係」と回答された方の数が比較的多く

見受けられました。 

 

27.4 

8.9 

37.7 

8.2 

8.2 

6.8 

59.6 

16.4 

4.1 

0.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

都市基盤の充実 

子育て、教育環境の充実 

安定した職場・雇用の創出 

産休や育児休暇など、休みを取りやすくする 

ワークライフバランスの実現 

ビジネスチャンスの拡大をはかる 

買物場所などの充実、利便性の向上 

医療・福祉環境の充実 

その他 

無回答 

（n=146)複数回答可 

2.1 

0.0 

24.7 

2.1 

2.1 

23.3 

26.7 

18.5 

0.7 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

農林水産業 

建設業 

製造業 

卸・小売業 

運輸・通信業 

サービス業 

公務員・団体職員 

その他 

無回答 

（n=146) 
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３ 自由記述 

とりまとめ作業中 



北第２部「就職・進学に関する調査」                                     

 

- 34 - 

 

 

 

  ➣ 大学・専門学校等の卒業後の進路希望では、「市外に住んで、県外で就職したい」と回答

された方の割合が最も多く、約 45％（約 43 人）となっており、主に関東地方・中部地方

への就職を希望されています。また、その理由としては「市内に就きたいと思う職業がな

い」と回答された方の割合が約 46％（約 37人）となっています。（問：５、６） 
 

  ➣ 湖西市で“住みたい”“働きたい”と思うための取り組み施策については、「買い物場所

などの充実、利便性の向上」「安定した職場・雇用の創出」を望まれる方の割合が多くなっ

ています。（問：10） 
 

  ➣ 将来就きたい職種では、「公務員・団体職員」「製造業」「サービス業」の割合が多くなっ

ています。（問：11） 
 

  ➣ 以上の状況を踏まえ、湖西市における今後の若者世代の人口減少対策として有効と思わ

れる施策の方向性は、以下のとおり整理されます。 
 

     Ⅰ 「製造業」を中心とした産業振興及び「サービス業」を中心とした新たな産業分野

の創出。 

     Ⅱ 商業系市街地の有効利用・再整備などによる新たな“まちの賑わい”の創出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 調査結果の考察 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３部  

不 動 産 に 関 す る 調 査  
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(単位：％) 

(単位：％) 

(単位：％) 

 

 

問１．湖西市内での営業年数について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市内での営業年数では、「20 年以上」営業されている方の割合が 57.1％と最も多く、10

年未満の方は 21.4％となっています。 

 

 

 

問２．湖西市内の土地、建物、賃貸物件等の平均価格について。 

 

      ①浜松市と比較した場合の【地価】 

 

 

 

 

 

 

      ②浜松市と比較した場合の【賃貸物件】 

 

 

 

 

 

 

浜松市との比較では、地価・賃貸物件ともに、「浜松市より安い」と回答された方の割合が多

くなっています。また、賃貸物件で「浜松市より高い」と回答された方の割合は 0.0％でした。 

7.1 

14.3 

3.6 

14.3 

57.1 

0.0 

3.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

5年未満 

5年～10年未満 

10年～15年未満 

15年～20年未満 

20年以上 

営業していない 

無回答 

（n=28) 

10.7 

21.4 

57.1 

10.7 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

１．浜松市より高い 

２．浜松市とほぼ同じ 

３．浜松市より安い 

４．わからない・なんともいえない 

５．無回答 

（n=28) 

0.0 

17.9 

53.6 

25.0 

3.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

１．浜松市より高い 

２．浜松市とほぼ同じ 

３．浜松市より安い 

４．わからない・なんともいえない 

５．無回答 

（n=28) 

１ 回答者の属性について 

２ 湖西市の不動産に関することについて 
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(単位：％) 

(単位：％) 

(単位：％) 

 

①豊橋市と比較した場合の【地価】 

 

 

 

 

 

 

      ②豊橋市と比較した場合の【賃貸物件】 

 

 

 

 

 

 

豊橋市との比較では、地価・賃貸物件ともに、「豊橋市より安い」と回答された方の割合が多

くなっています。賃貸物件の比較においては、「わからない・なんともいえない」と回答された

方の割合も 35.7％と、高くなっています。 

 

問３．浜松市・豊橋市と比較して地価が高い理由について。（問２の①で１を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜松市・豊橋市と比較して地価が高いと思われる理由では、「宅地や戸建てなどの供給量が少

ない」と回答された方の割合が多くなっています。 

 

 

 

 

 

14.3 

25.0 

50.0 

10.7 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

１．豊橋市より高い 

２．豊橋市とほぼ同じ 

３．豊橋市より安い 

４．わからない・なんともいえない 

５．無回答 

（n=28) 

3.6 

21.4 

35.7 

35.7 

3.6 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

１．豊橋市より高い 

２．豊橋市とほぼ同じ 

３．豊橋市より安い 

４．わからない・なんともいえない 

５．無回答 

（n=28) 

20.0 

0.0 

80.0 

20.0 

20.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

工場を中心とした土地利用の需要が高い 

浜松や豊橋に比べ、生活環境が良い 

宅地や戸建てなどの供給量が少ない 

その他 

無回答 

（n=5)複数回答可 
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21.4 

32.1 

35.7 

7.1 

3.6 

15万円未満 15～20万円未満 

20～25万円未満 25万円以上 

無回答 

（n=28) 

3.6 

75.0 

14.3 

3.6 

3.6 
0.0 

165㎡未満 165～200㎡未満 

200～250㎡未満 250～300㎡未満 

300㎡以上 無回答 

（n=28) 

(単位：％) (単位：％) 

0.0 

53.6 
35.7 

0.0 

10.7 

100㎡未満 100～132㎡未満 
132～165㎡未満 165㎡以上 
無回答 

（n=28) 

(単位：％) 
3.6 

35.7 

39.3 

14.3 

0.0 0.0 

7.1 

30,000円未満 30,000～40,000円未満 
40,000～50,000円未満 50,000～70,000円未満 
70,000～100,000円未満 100,000円以上 
無回答 

（n=28) 

(単位：％) 

3.6 

75.0 

14.3 

3.6 

3.6 
0.0 

165㎡未満 165～200㎡未満 

200～250㎡未満 250～300㎡未満 

300㎡以上 無回答 

（n=28) 

53.6 
39.3 

0.0 
0.0 

7.1 

１Ｋ・１ＤＫ １ＬＤＫ・２ＤＫ 
２ＬＤＫ・３ＤＫ ３ＬＤＫ以上 
無回答 

（n=28) 

(単位：％) 
0.0 

3.6 

14.3 

60.7 

10.7 

0.0 

10.7 

30,000円未満 30,000～40,000円未満 

40,000～50,000円未満 50,000～70,000円未満 

70,000～100,000円未満 100,000円以上 

無回答 

（n=28) 

0.0 10.7 

75.0 

3.6 10.7 

１Ｋ・１ＤＫ １ＬＤＫ・２ＤＫ 
２ＬＤＫ・３ＤＫ ３ＬＤＫ以上 
無回答 

（n=28) 

0.0 

35.7 

50.0 

10.7 

3.6 

５分以内(400ｍ未満) 
５分～10分(400ｍ以上800ｍ未満) 
10分～15分(800ｍ以上1,200ｍ未満) 
15分以上(1,200ｍ未満) 
無回答 

（n=28) 

(単位：％) 

(単位：％) (単位：％) 

問４．近年の取引物件の実績について。 

 

土地の価格帯（坪単価）       求められる土地の面積帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

     新築戸建ての面積（建物面積）    単身者向け賃貸物件の価格帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

単身者向け賃貸物件の間取り     ファミリー向け賃貸物件の価格帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ファミリー向け賃貸物件の間取り   最寄りのＪＲ駅からの距離 
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21.4 

85.7 

39.3 

3.6 0.0 0.0 

20歳代 30歳代 
40歳代 50歳代 
60歳代以上 無回答 

（n=28) 
複数回答可 

(単位：％) 

64.3 

53.6 

10.7 

3.6 0.0 

10.7 

20歳代 30歳代 
40歳代 50歳代 
60歳代以上 無回答 

（n=28) 
複数回答可 

(単位：％) 

以上の調査結果より、最近の取引物件のトレンドを整理すると、概ね以下のとおりとなりま

す。 
 

 

 

問５．近年の不動産物件の購入・借家人の年齢層について。 

 

土地・戸建て            賃貸 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年の不動産物件の購入・借家人の年齢層の状況をみると、土地・戸建ての購入年齢層では

30 歳代が最も多く、85.7％となっています。一方、借家賃貸の年齢層では 20 歳代が最も多い

状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細  目 トレンド 

坪単価 20～25万円未満 

土地面積 165～200㎡未満 

新築戸建て建物面積 100～132㎡未満 

賃貸物件の価格帯 
単身者向け 40,000～50,000円未満 

ファミリー向け 50,000～70,000円未満 

賃貸物件の間取り 
単身者向け １Ｋ・１ＤＫ 

ファミリー向け ２ＬＤＫ・３ＤＫ 

駅からの距離 10分～15分未満 
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(単位：％) 

(単位：％) 

問６．不動産物件の購入・借家人の家族構成について。 

 

     【土地・戸建】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【賃貸】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

土地・戸建ての購入者の家族構成では、「親と子（長子が未就学）」が 71.4％と最も多く、「親

と子（長子が小学生）」が 46.4％で２番目に多くなっています。一方、賃貸物件の購入者の家

族構成では、「夫婦のみの世帯（世帯主が 65歳未満）」が 53.6％と最も多く、「親と子（長子が

未就学）」が 35.7％で２番目に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 

0.0 

25.0 

0.0 

71.4 

46.4 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

単身者(65歳未満) 

単身者(65歳以上) 

夫婦のみの世帯(世帯主が65歳未満) 

夫婦のみの世帯(世帯主が65歳以上) 

親と子(長子が未就学) 

親と子(長子が小学生) 

親と子(長子が中学・高校生および同世代) 

親と子(長子が18歳以上) 

３世代・４世代世帯 

無回答 

（n=28)複数回答可 

32.1 

7.1 

53.6 

3.6 

35.7 

10.7 

0.0 

3.6 

0.0 

14.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

単身者(65歳未満) 

単身者(65歳以上) 

夫婦のみの世帯(世帯主が65歳未満) 

夫婦のみの世帯(世帯主が65歳以上) 

親と子(長子が未就学) 

親と子(長子が小学生) 

親と子(長子が中学・高校生および同世代) 

親と子(長子が18歳以上) 

３世代・４世代世帯 

無回答 

（n=28)複数回答可 
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(単位：％) 

(単位：％) 

問７．湖西市内の取扱物件の最近の取扱量について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区別の最近の取扱量では、岡崎中学校区で取扱量が増加しています。一方、「少ない・減少

している」地区は、新居中学校区が最も多くなっています。 

「取引なし」の最も多い地区は、白須賀中学校区で 67.9％となっています。 

 

問８．最近の不動産ニーズについて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近の不動産ニーズでは、戸建てのニーズが多く、「新築戸建て」と「中古戸建て」と回答し

た方の割合を合計すると、107.2％となっています。一方、マンションのニーズは少なく、「新

築マンション」と「中古マンション」と回答した方の割合を合計しても 10.7％にとどまってい

ます。賃貸物件では、「ファミリー向け賃貸」と回答した方の割合が 32.1％であり、「単身者向

け賃貸」と回答した方の割合よりも 17.8％多くなっています。 

 

 

 

 

 

17.9 

67.9 

46.4 

25.0 

32.1 

21.4 

7.1 

17.9 

17.9 

25.0 

42.9 

10.7 

21.4 

17.9 

28.6 

3.6 

0.0 

0.0 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.6 

0.0 

14.3 

14.3 

14.3 

10.7 

14.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

鷲津中学校区 

白須賀中学校区 

湖西中学校区 

岡崎中学校区 

新居中学校区 

取引なし 少ない・減少している 
横ばい 増加している 
大きく増加している 無回答 

（n=28) 

64.3 

42.9 

3.6 

7.1 

14.3 

32.1 

7.1 

3.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

新築戸建て 

中古戸建て 

新築マンション 

中古マンション 

単身者向け賃貸 

ファミリー向け賃貸 

その他 

無回答 

（n=28)複数回答可 
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(単位：％) 

(単位：％) 

問９．新築・リフォームを行う際の公的な資金・補助の利用状況について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公的な資金・補助の利用状況では、「住宅取得に関わる利子補給制度」を利用されている方の

割合が、50.0％と多くなっています。一方、「耐震改修助成制度」と「静岡県産木材等の利用に

関わる助成制度」を利用されている方の割合は、ともに 3.6％にとどまっています。 

 

問 10．市民の住宅取得意識の変化について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の住宅取得意識の変化では、「地震・津波等に対して、家の安全性が求められるようにな

った」と回答された方の割合が 78.6％と最も多く、「ソーラーパネルの設置など、環境への配

慮」と回答された方に割合が 60.7％で、２番目に多くなっています。一方、「オール電化への

対応」と回答された方の割合は、7.1％と低くなっています。 

 

 

14.3 

21.4 

3.6 

42.9 

3.6 

50.0 

25.0 

7.1 

3.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

バリアフリー関連助成制度 

省エネ住宅・低炭素住宅関連助成制度 

耐震改修助成制度 

太陽光発電助成制度 

静岡県産木材等の利用に関わる助成制度 

住宅取得に関わる利子補給制度 

利用していない 

その他 

無回答 

（n=28)複数回答可 

78.6 

14.3 

60.7 

10.7 

7.1 

0.0 

7.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家の安全性が求められるようになった 

公的機関の補助等に関心がある 

ソーラーパネルの設置など、環境への配慮 

高齢化に対応したバリアフリー化 

オール電化への対応 

その他 

無回答 

（n=28)複数回答可 
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(単位：％) 

問 11．湖西市内の空き家の状況について感じていること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市内の空き家の状況に関する感想では、「少しずつ出てきていると思う」と回答された方

の割合が 53.6％と最も多く、「今後、５年くらいで急速に増えそうである」と回答された方に

割合が 28.6％で、２番目に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.6 

10.7 

10.7 

28.6 

21.4 

14.3 

3.6 

7.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

少しずつ出てきていると思う 

湖西市でも目立ってきていると思う 

古い集落などで集中的に発生している 

今後、５年くらいで急速に増えそうである 

商店街の空き店舗が増えている 

特に目立っていないように感じる 

その他 

無回答 

（n=28)複数回答可 
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３ 自由記述 

とりまとめ作業中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４部  

転 出 に 関 す る 調 査  
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(単位：％) 

45.7 

10.1 

14.4 

11.7 

18.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

３月 

４月 

５月 

６月 

７月 

（n=188) 

(単位：％) 

(単位：％) 

 

 

○  転出者の転出時期について。 
 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年３月から７月までに転出された方は 188 人で、そのうち「３月」に転出された方の

割合が 45.7％と、多くなっています。 

 

問１．あなたの性別について。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答者の総数は188人で、性別は男性が61.7％、女性が38.3％となっています。 

 

問２．転出される方の年齢ついて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転出される方の年齢では、「20歳代」が 51.1％と、最も多くなっています。 

１ 回答者の属性について 

61.7 

38.3 

男性 女性 （n=188) 

4.8 

51.1 

21.8 

10.1 

6.4 

3.7 

2.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

19歳以下 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

（n=188) 
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(単位：％) 

23.9 

9.6 

6.9 

4.8 

3.7 

51.1 

浜松市 豊橋市 
湖西市 名古屋市 
静岡市 その他 

（n=188) 

(単位：％) 
0.5 

0.5 

14.9 

1.1 

68.1 

5.3 

1.1 0.0 
2.7 

3.2 
2.7 

北海道 東北地方 関東地方 

甲信越地方 中部地方 関西地方 

中国地方 四国地方 九州地方 

外国 無回答 

（n=188) 

(単位：％) 

問３．転出される家族の構成。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転出される家族の構成では、「一人世帯」が 45.7％と最も多く、「家族の一部」が 29.8％で２

番目に多くなっています。 

 

 

 

問４．転出・転居先。 
 

自治体別転出・転居先（上位）    地方別転出・転居先 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体別の転出・転居先では、「浜松市」が23.9％と最も多く、以下「豊橋市」「湖西市」「名

古屋市」「静岡市」の順に続いており、比較的周辺自治体への転出・転居が目立っています。 

地方別の転出・転居先では、「中部地方」が68.1％と最も多く、「関東地方」が14.9％、「関西

地方」が5.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

13.3 

29.8 

7.4 

45.7 

2.7 

1.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

家族全員 

家族の一部 

夫婦 

一人世帯 

その他 

無回答 

（n=188) 

２ 転出・転居等について 
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(単位：％) 

(単位：％) 

問５．転出・転居理由。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転出・転居される理由としては、「就職・転職」「転勤」によるものが多く、次いで「結婚」

を機に転出・転居されるケースが目立っています。 

その他の回答では、「実家へ帰る」といった回答が複数回答見受けられました。 

 

問６．定年退職後等の湖西市へのＵターン移住の希望について。（問５で１または２を選んだ方） 
 

 

 

 

 

 

 

 

定年退職後等のＵターン移住に関する希望では、「戻ってきたいと思う」と回答された方の割

合は 37.1％で、「戻ってきたいと思わない」と回答された方よりも 5.1％多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

35.6 

16.5 

6.4 

2.1 

1.6 

11.7 

14.9 

5.3 

5.9 

3.2 

1.1 

0.0 

7.4 

1.1 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

１．就職・転職 

２．転勤 

３．退職 

４．学校の都合（進学・通学など） 

５．子どもの学校の都合（進学・通学など） 

６．住宅の都合（新築・借換えなど） 

７．結婚 

８．親や子どもとの同居・近居 

９．家族からの独立 

10．周囲の環境（交通・買い物・臭気・治安） 

11．周囲の環境（医療・福祉・子育て） 

12．地震・津波に対する不安 

13．その他 

14．無回答 

（n=188)複数回答可 

37.1 

32.0 

30.9 

１．思う ２．思わない ３．無回答 （n=97) 



                                        第４部「転出に関する調査」                                        

 

- 47 - 

 

(単位：％) 

(単位：％) 

(単位：％) 

問７．定年退職後等の湖西市へのＵターン移住を希望しない理由。（問６で２を選んだ方） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定年退職後等のＵターン移住を希望しない理由では、「故郷が別にある」と回答された方の割

合が 48.4％と、最も多くなっています。次いで、「もっと都市部に住みたい」が 22.6％、「災害

の不安のない地域に住みたい」が 19.4％で続いています。 

 

問８．卒業後のＵターン就職の希望について。（問５で４を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

卒業後のＵターン就職に関する希望では、「戻ってきたいと思う」と回答された方の割合が

25.0％となっています。 

 

問９．湖西市で就職したいと思わない理由。（問８で２を選んだ方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.4 

0.0 

22.6 

16.1 

19.4 

9.7 

3.2 

6.5 

9.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

故郷が別にある 

もっと田舎に住みたい 

もっと都市部にすみたい 

湖西市に魅力がない 

災害の不安のない地域に住みたい 

仕事がない 

海外に住みたい 

家族の都合（子との同居など） 

その他 

（n=31)複数回答可 

25.0 

75.0 

１．思う ２．思わない （n=4) 

33.3 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

採用がない 

働きたい業種が湖西市にない 

もっと都市部に住みたい 

湖西市に魅力がない 

災害の不安の少ない地域に住みたい 

浜松や豊橋など近隣市から通いたい 

海外に住みたい 

家族の都合 

その他 

（n=3)複数回答可 
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(単位：％) 

就職したいと思わない理由として「採用がない」「働きたい業種が湖西市にない」「もっと都

市部に住みたい」「海外に住みたい」といった回答が挙げられています。 

 

問 10．住宅地を選ぶ際の基準について。（問５で６を選んだ方） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅地を選ぶ際の基準では、「交通、買い物、公園等の利便性」と回答された方の割合が 40.9％

と最も多く、「津波等の災害被害のない地形」と回答された方の割合が 27.3％で２番目に多く

なっています。一方、「土地価格」と回答された方の割合は 0.0％であり、価格よりも住環境を

基準として住宅地を選ぶ傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.2 

27.3 

9.1 

40.9 

0.0 

9.1 

4.5 

0.0 

31.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

通勤・通学地までの距離 

津波等の災害被害のない地形 

親・子住居との距離 

交通・買い物・公園等の利便性 

土地価格 

自然環境 

子育て支援制度等市の制度 

その他 

無回答 

（n=22)複数回答可 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖西市「人口ビジョン」 

将来展望に関する調査結果中間報告書 

平成２７年９月 

 
 

発 行 ／ 静 岡 県 湖 西 市  

編 集 ／ 企 画 部 企 画 政 策 課  


